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 産業技術総合研究所では，地震や火山活動モニタリングのための地下水位観測を行っている．2004 年 9 月 5

日の紀伊半島南東沖の地震活動では，19:07 に前震（M6.9）が，23:57 に本震（M7.4）が起き，当時正常にデータ

が取得されていた 56 の観測井のうちそれぞれ 47 および 49 の観測井においてこれらの地震に関連する変化が観測

された．静岡県がそれぞれ伊東温泉で行っている地下水位の観測結果と併せて報告する． 

 まず，観測された地震時の変化を 3 タイプに分類した．それは，振動のみの変化（TypeI），ステップ状の変

化（TypeII），緩やかな変化（TypeIII）である．次にステップ状の水位変化に関して，その変化量を地殻歪量と比

較した．具体的には，まず断層モデルから各観測井における地殻歪を計算し，潮汐解析から求めた各観測井の水位

の体積歪に対する感度を用いて，地殻歪から予想される水位変化量を推定した．この推定値と観測値との比較を

行った結果，値が比較的よく一致した観測井は，前震については 8つ，本震については 7つであり，両地震共によ

い一致が見られたのは 5 つの観測井であった．Sato et al. (2004) による 2004 年十勝沖地震時の解析結果を参考

にすると，このうち 2つの観測井の地下水位には，地震時の地殻歪によく対応した変化がみられることが分かった． 
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